
平
成
二
十
年
一
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

三

号

救
急
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子
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救
急
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意
書

わ
が
国
の
救
急
医
療
は
、
一
九
六
三
年
制
定
の
改
正
消
防
法
に
よ
る
救
急
搬
送
業
務
の
法
制
化
に
始
ま
り
、
翌
一
九
六
四

年
、
厚
生
省
が
発
令
し
た
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
に
よ
り
救
急
告
示
病
院
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
高
度
成
長
期
に
、
労
災

や
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
救
急
搬
送
が
急
増
し
、
い
わ
ゆ
る
「
た
ら
い
回
し
」
が
社
会
問
題
化
す
る
な
ど
深
刻
な
状
況
が
あ
っ

た
が
、
一
九
七
七
年
に
救
急
病
院
を
三
段
階
に
ク
ラ
ス
分
け
し
、
初
期
救
急
と
し
て
の
休
日
・
夜
間
診
療
体
制
や
、
生
活
圏
の

中
に
入
院
施
設
の
あ
る
二
次
救
急
、
高
度
な
救
急
医
療
を
担
う
中
核
的
施
設
と
し
て
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
、
と
り

わ
け
自
治
体
病
院
や
中
堅
の
民
間
病
院
な
ど
の
二
次
救
急
病
院
が
地
域
の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

し
か
し
、
一
昨
年
頃
か
ら
再
び
、
救
急
搬
送
で
「
満
床
」
や
「
治
療
中
」
な
ど
を
理
由
と
す
る
受
け
入
れ
拒
否
の
事
例
が
相

次
い
で
い
る
。
救
急
搬
送
を
め
ぐ
っ
て
は
、
奈
良
県
で
昨
年
八
月
、
分
娩
中
に
意
識
不
明
に
な
っ
た
妊
婦
が
十
九
病
院
か
ら
受

け
入
れ
を
断
ら
れ
八
日
後
に
亡
く
な
っ
た
事
件
が
記
憶
に
新
し
い
が
、
昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て
年
末
年
始
休
暇
の
た
め
搬

送
先
が
集
中
し
た
こ
と
も
あ
り
、
受
け
入
れ
拒
否
の
事
例
が
連
日
報
道
さ
れ
た
。
中
で
も
、
八
十
九
歳
の
女
性
が
三
十
病
院
か

ら
搬
送
を
拒
否
さ
れ
二
時
間
後
に
亡
く
な
っ
た
大
阪
府
富
田
林
市
で
は
、
昨
年
一
年
間
の
救
急
搬
送
で
十
病
院
以
上
に
受
け
入

れ
を
断
ら
れ
た
例
が
、
百
二
十
三
件
に
も
上
っ
た
と
い
う
。
命
の
最
後
の
砦
と
も
い
う
べ
き
三
次
救
急
医
療
機
関
で
の
受
け
入

一



れ
拒
否
が
全
国
で
起
き
て
い
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
喫
緊
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き

と
考
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

全
国
に
お
け
る
二
〇
〇
七
年
の
一
年
間
の
救
急
搬
送
の
う
ち
、
十
カ
所
以
上
の
医
療
機
関
に
搬
送
拒
否
さ
れ
、
二
十
四
時

間
以
内
に
死
亡
に
至
っ
た
事
例
を
都
道
府
県
ご
と
に
調
査
し
、
そ
の
件
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

二
〇
〇
六
年
六
月
に
公
布
さ
れ
た
改
正
医
療
法
に
よ
り
、
救
急
医
療
事
業
を
含
む
い
わ
ゆ
る
四
疾
患
五
事
業
に
つ
い
て
の

医
療
体
制
の
構
築
が
新
た
に
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
地
方
財
政
の
悪
化
や
深
刻
な
医
師
不
足
に
よ
り
、
病
院
群
輪
番
制
な
ど
で
地
域
の
救
急
医
療
を
担
っ
て
き
た
自

治
体
病
院
な
ど
の
二
次
救
急
医
療
機
関
が
機
能
破
綻
し
、
救
急
医
療
か
ら
撤
退
あ
る
い
は
倒
産
す
る
な
ど
、
急
速
に
医
療
の

地
域
間
格
差
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

二
次
救
急
（
自
治
体
が
独
自
に
指
定
し
て
い
る
機
関
も
含
む
）
、
三
次
救
急
医
療
機
関
は
全
国
に
そ
れ
ぞ
れ
何
カ
所
登
録

さ
れ
て
い
る
か
。
都
道
府
県
ご
と
に
直
近
十
年
間
の
経
年
推
移
を
示
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
日
、
医
政
指
発
第
〇
七
二
〇
〇
〇
一
号
通
知
「
疾
病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
」
の

中
で
、
「
救
急
医
療
の
体
制
構
築
に
関
す
る
指
針
」
が
都
道
府
県
に
示
さ
れ
た
。
三
次
救
急
医
療
機
関
を
例
に
と
る
と
、

二



「
救
急
患
者
を
原
則
と
し
て
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
必
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
「
必
ず

受
け
入
れ
る
」
か
ら
に
は
「
常
時
」
空
床
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
三
次
救
急
医
療
機
関
は
救
急
だ
け
で

な
く
、
同
病
院
の
重
症
患
者
の
治
療
や
手
術
も
行
う
。
定
期
の
手
術
を
行
い
な
が
ら
、
な
お
か
つ
救
急
患
者
の
た
め
に
「
常

時
」
空
床
を
確
保
す
る
の
は
事
実
上
不
可
能
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
急
性
期
を
脱
し
た
患
者
の
た
め
の
後
方
病
床
は
ど
の
よ

う
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
救
急
ベ
ッ
ド
二
十
床
の
背
後
に
は
、
三
倍
の
六
十
床
が
必
要
と
い
う
。
二
〇
〇
七
年
一
年
間

の
三
次
救
急
医
療
機
関
に
係
る
後
方
病
床
の
確
保
に
つ
い
て
、
各
医
療
機
関
の
状
況
を
早
急
に
調
査
し
公
表
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
救
急
病
床
数
、
常
勤
医
数
（
専
任
・
併
任
の
別
、
併
任
の
場
合
は
そ
の
担
当
科
）
、

搬
送
受
け
入
れ
依
頼
数
、
受
け
入
れ
実
数
等
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
調
査
し
示
さ
れ
た
い
。

四

入
院
設
備
を
持
つ
医
療
機
関
で
は
医
療
法
第
十
六
条
に
よ
り
、
医
師
が
必
ず
宿
直
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が

あ
る
。
宿
直
は
一
義
的
に
は
入
院
患
者
の
急
変
に
備
え
て
の
も
の
で
あ
り
、
処
置
中
に
救
急
搬
送
患
者
の
受
け
入
れ
依
頼
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
治
療
を
中
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
医
師
の
勤
務
実
態
は
、
救
急
に
限
ら
ず
そ

の
多
く
が
日
勤
勤
務
医
師
が
夜
間
に
も
続
け
て
勤
務
す
る
形
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
産
科
や
小
児
救
急
な
ど
で
も
、

夜
中
に
医
師
が
一
睡
も
で
き
ず
に
次
の
日
勤
帯
の
勤
務
に
入
る
と
い
う
事
例
も
珍
し
く
は
な
く
、
医
師
の
過
重
労
働
、
過
労

三



死
、
医
療
事
故
の
一
因
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
二
〇
〇
二
年
三
月
十
九
日
、
基
発
第
〇
三
一
九
〇
〇
七
号
通

知
「
医
療
機
関
に
お
け
る
休
日
及
び
夜
間
勤
務
の
適
正
化
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
医
療
機
関
に
お
い
て
労
働
基
準
法
に

お
け
る
宿
日
直
勤
務
と
し
て
許
可
さ
れ
る
の
は
病
室
の
定
時
巡
回
や
検
脈
・
検
温
等
の
軽
度
又
は
短
時
間
の
業
務
に
限
る
」

と
し
、
通
常
労
働
が
行
わ
れ
る
場
合
は
交
代
制
の
導
入
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
通
知
に
従
っ

て
勤
務
実
態
を
改
善
す
る
た
め
に
は
現
在
の
医
師
数
で
は
と
う
て
い
不
可
能
だ
。
東
北
大
研
究
チ
ー
ム
の
伊
藤
恒
敏
教
授
に

よ
れ
ば
、
常
勤
医
だ
け
で
現
在
の
医
療
体
制
を
維
持
す
る
に
は
少
な
く
と
も
約
四
万
人
の
医
師
が
足
り
な
い
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
る
。

救
急
医
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
早
急
に
調
査
の
上
、
調
査
結
果
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
前
段
通
知
の
徹
底
を
図
る

の
か
、
改
善
に
向
け
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

政
府
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
一
九
九
九
年
か
ら
充
実
度
評
価
を
実
施
し
補
助
金
に
反
映

さ
せ
て
い
る
。
評
価
基
準
の
項
目
は
セ
ン
タ
ー
の
規
模
や
診
療
体
制
及
び
診
療
実
績
な
ど
で
あ
る
が
、
患
者
の
受
け
入
れ
実

態
や
、
過
酷
な
勤
務
実
態
に
対
す
る
労
働
管
理
の
評
価
項
目
が
な
い
な
ど
、
問
題
点
を
改
善
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
例
え
ば
専
任
医
師
数
の
項
目
は
五
人
で
三
点
、
五
人
未
満
で
〇
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
五
人
で
三
十
床
以
上
の

四



病
床
と
救
命
セ
ン
タ
ー
医
療
全
般
が
カ
バ
ー
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
全
国
の
三
次
救
急
を
担
う
す
べ
て
の
医
療
機
関
に
対

し
、
救
急
医
療
体
制
の
再
評
価
を
年
ご
と
に
適
切
に
行
い
、
救
急
医
療
事
業
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
そ
の
た
め
に
は
調
査
項
目
を
再
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

六

政
府
は
平
成
二
十
年
度
予
算
に
救
急
医
療
体
制
の
確
保
と
し
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
整
備
と
併
せ
、
予
後
の
影
響
が
大
き

く
初
期
の
救
命
救
急
が
重
要
な
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
そ
の
他
重
度
外
傷
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
高
度
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
専
門
医
の
確
保
を
図
る
ほ
か
、
小
児
の
救
急
拠
点
病
院
の
休
日
夜
間
診
療
体
制
の
確
保
や
救
急
電
話
相
談
事

業
な
ど
の
小
児
救
急
医
療
体
制
を
整
備
す
る
と
し
て
九
十
五
億
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
積
算
根
拠
は
何
か
。
現
在
把

握
さ
れ
て
い
る
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
し
て
い
る
循
環
器
科
、
脳
外
科
、
麻
酔
科
、
小
児
科
の
常
勤
医
師
の
数
を
、

施
設
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

人
口
千
人
あ
た
り
の
医
師
数
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
諸
国
と
比
較
す
る
と
、
三
十
カ
国
中
二
十
七
位
で
あ
る
。
日
本
が
医
療
費
抑

制
の
た
め
に
医
師
数
を
抑
え
続
け
て
来
た
結
果
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
頃
に
は
最
下
位
に
転
落
す
る
だ
ろ
う
と
の
試
算
が
あ
る

（
日
本
福
祉
大

近
藤
克
典
教
授
）
。
救
急
医
療
崩
壊
の
背
景
に
、
医
療
給
付
費
抑
制
と
医
師
不
足
が
あ
る
こ
と
は
も
は
や
否

定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
救
急
医
療
に
お
い
て
も
医
学
部
定
員
を
増
や
し
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
、
臨
床
の
場
で
の
救
急

五



医
の
育
成
に
補
助
金
を
支
給
す
る
な
ど
、
大
胆
な
方
針
転
換
を
期
待
し
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


